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1　問題設定
1.1　課題と目的
　新約聖書を読む方法は、自明なものではない。またその思想を捉える方法も
一つではない。近代以降、聖書を理解するために歴史的な知識が重視され、詳
細な研究が積み重ねられてきた。それらは多くの発見をもたらし、新約聖書の
思想をより深く理解することに役立ってきた。それはいわば、聖書を「歴史へ
の窓」として用いる手法である。しかし、各新約聖書文書はひとつのまとまり
として存在している。現在の形に至るまでの歴史的経緯は各文書さまざまであ
るが、原則としてわれわれは現在手にしている形で新約聖書を読む。であれば、
「現在手にしている形」の文書はどのような仕方でそのメッセージを伝えているか、
を考察することは、われわれが各文書を理解するために重要である。ここでは
そのための手段として、文学批評（Literary Criticism）を用いる。これは近代以
前の印象批評等とは異なり、世俗文学の分析に用いられた方法を聖書文書に応
用するものである1。
　われわれはこれまで、新約聖書を文学的手法によって読み解くことを目指し、
いわゆる「しるし福音書」（1:19―12:51）に見いだされるヨハネ福音書の救済思
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 1 さらなる研究の関心や主要な検討内容については、過去に繰り返して述べているためここ
では割愛する。最新のものとして、拙論「ヨハネ福音書2章で語られる救済思想―その提示方
法を中心に―」『基督教研究』75巻2号、2013年、31-49頁を参照。
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想について、物語批評の手法を用いて2―10章および12章を考察してきた。今回
は1章のうち1:19―51を取り扱い、この福音書から読みとれる救済思想およびそ
の思想の提示のされ方について検討を試みる。すなわち、ヨハネ福音書の読者2
が思想をどのように受け取るよう期待されているかを調べることによって、この
福音書が読者に与える影響力を考察する。
1.2　方法論
　本研究では、物語批評（Narrative Criticism）の方法を用いる3。物語批評によ
る分析においては、読者は扱う章までの内容は知っているが、その後の内容は
まだ知らない、という物語内の時間軸設定を重視する。ここでは、ヨハネ福音
書のうち9章までの内容は既知とするが、11章以降の内容は未知であるとする4。
つまり既に読んだ部分についての後方参照やほのめかしはあるが、福音書の物
語への前方参照は考慮しない5。
　物語批評における分析項目は研究者によって異なり、完全な一致を見てい
ないのが現状であるが6、われわれの一連の研究ではStructure/Form、Rhetoric, 
Setting, Character, Point of View, Plot, Narrator7という7項目で分析を行ってきた8。
今回もこれに従う。
 2 本論文では、「読者」は原則としてヨハネ福音書の「内的読者」（implied reader）のことを指す。
 3 手法の詳細については既に別論文で述べているので、ここでは繰り返さない。（前掲「ヨハ
ネ福音書2章で語られる救済思想」33-35頁を参照）。
 4 Cf. Ito, Hisayasu. “The Signiﬁcance of Jesus’ Utterance in Relation to the Johannine Son 
of Man: A Speech Act Analysis of John 9:35,” Acta Theologica vol. 21 no. 1, 2001, 59.
 5 「福音書の物語は繰り返し読まれることで理解される」という考え方もあるが、ここではそ
の立場は取らない。いわば「初めてこの文書を読む者」をここでの読者として想定している。
 6 研究者による違いについては、拙論「ヨハネ福音書3章の救済思想―その提示方法を中心
に―『基督教研究』74巻2号、2012年、27頁、注15を参照。
 7 これらの用語に対する邦語訳は必ずしも定まっていない。以下の分析の表題において、わ
れわれの私訳を提示している。
 8 ただし初期の研究においてはこれらの項目が整っていないものもある。いずれ全体をひと
つにまとめる際に調整する予定である。
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1.3　研究史
　ヨハネ福音書の救済思想の研究史の概要については既に述べてきたので、こ
こでは繰り返さない9。われわれの一連の研究の意義は、救済思想がどのように
語られているか、またその重点はどこに置かれているかを、ヨハネ福音書内部
の物語要素およびその展開との関係から考察している点にある。
1.4　テキスト
　今回は現在に伝えられるヨハネ福音書本文のうち、10:1―42を対象とする。
10:40―42については、11章の導入部分と見なす考え方もある10。テキストは、
現在における最新の標準的な本文であると考えられるネストレ＝アーラント28
版を用いる11。
　12章に関する錯簡について、ブルトマンは10:1―6、7―10、11―13、14―
18、19―21、22―26、27―30、31―39、40―42というブロックに細分し、それ
らを10章の中で並べ替え、彼の考える本来の順序を提示している12。ブルトマン
の再構成は興味深いが、現在残されている写本に証言されていないという弱点
があるため、少なくとも現時点においては仮説の域を超えることができない。
われわれの今回の研究対象は、写本証言に基づいて再構成された、現時点で得
られるオリジナルに最も近いと考えられる本文とし、ブルトマン説は採用しない。
　10章における本文批評上の問題について、一部微妙な判断を要するものがあ
るが13、結論としてNA28の本文に同意する14。
 9 拙論「ヨハネ福音書8章の救済思想」54頁および同「ヨハネ福音書6章の救済思想」50-51
頁参照。
10 例えば、R. ブルトマン（杉原助訳）『ヨハネの福音書』日本キリスト教団出版局、2005年、
313以下を参照。 
11 Nestle-Aland, Novum Testamentum Graece, Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 2012.（以
下NA28）
12 ブルトマン、285-315頁。
13 特に10:18、29。また10:8, 34および39には本文批判上問題となる括弧がある。
14 メツガーはこの範囲において13箇所を指摘し、そのうちD評価が1箇所（10:29）、C評価
が3箇所（10:8, 16, 39）含まれている（Metzger, Bruce M. A Textual Commentary on the Greek 
New Testament, Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 19942, 195-198）。またコンフォートは
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2　テキストの考察
2.1　Structure/Form／構造/形式
　スティブはこの部分を10:1―21, 22―39, 40―42の三つに大きく分けた上で、
それぞれの構造と形式について説明している15。
　10:1―21の形式として、大部分が対話形式でありナレーターの説明は最小限
となっているという。またこの部分の構造は注意深く構成されていると述べ、
10:1―6（パロイミア16）、 7―10（「私はある」言辞）／11―18（羊飼いとしての
イエスの役割）、19―21（ユダヤ人たちの反応）の三部構造になっているとする。
また10:22―39の形式・形式について、スティブはおもに法廷弁説であるとし、
これまでに現れた三つの法廷場面（5:19―47; 7:14―44; 8:12―59）との類似を指
摘する。10:40―42については、4:40―41との類似性を指摘している。スティブ
はいわゆる「しるしの書」（the Book of Signs）を三部に分けており（2:1―4:54; 5:1
―10:42; 11:1―12:50）、ここはその第二部の末尾にあたるという。
　スティブによる三区分には同意できる。しかし10章全体について、何らかの
構造が見られないだろうか。以下、この部分の構造について検討する。
　10:1―21はイエスのモノローグであり、対話形式ではない。対して10:22―39
ではユダヤ人たちの発話が見られる17。これはこの二つの部分の性格が異なって
いることを示している。前半ではイエスから一方的に言葉が与えられているが、
後半ではユダヤ人たちの言葉にイエスが答える形となっている18。
　10:1―39では、イエスの言葉に対してそれぞれユダヤ人たちの反応が示されて
この範囲で11箇所を指摘している（Comfort, Philip W. New Testament Text and Translation 
Commentary, Carol Stream, IL: Tyndale House, 2008, 295-8）。
15 Stibbe, Mark W. G. John, Readings: A New Biblical Commentary, Shefﬁeld: JSOT Press, 
1993, 113-20.
16 パロイミア（Paroimia）は、隠された意味を持つ象徴的な言語描写とされる（Stibbe, 113）。
17 もっともユダヤ人たちはそれぞれ一度発言するのみで、事実上はイエスの，モノロー グに近い。
18 10:32-33ではイエスから語りかけ、ユダヤ人がこれに答えた上で、イエスがさらに解説を進
めている。
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いる（10:6, 19―21, 31, 39）19。最初は「何のことかよくわからなかった」（ev ,gnwsan）
のであるが、続いて「対立」（sci,sma）が生じる。対立は、イエスを認める人々
（10:21）と認めない人々（10:20）の間のものである。さらに、ユダヤ人たちは
イエスを石で打ち殺そうとする（10:31）。最後にはイエスを捕らえようとする
（10:39）。ここでの「ユダヤ人たち」は特に区別されておらず、イエスについて
の理解困難から始まり、イエスに反対する方向へと進んでいく順序となっている。
　10:40―42では、洗礼者ヨハネとイエスの関係について説明される。これは
10:1―39の流れとは直接の関係を持っておらず、ある程度独立性をもった11章へ
の接続部分と考えるべきであろう20。
　以上の考察を踏まえて、ここでは以下のように10章の全体構造を提案する。
 A1	 10:	1―5	 	 羊と羊飼い（1）：羊の囲いのたとえ
	 B1	 10:	6	 	 ユダヤ人の反応（1）
	 A2	 10:	7―18	 羊と羊飼い（2）：羊飼いイエス
	 B2	 10:19―21　	 ユダヤ人の反応（2）
	 C	 10:22―23	 状況設定句：エルサレム
	 D1	 10:24―30	 イエスとユダヤ人の論争（1）
	 B3	 10:31	 	 ユダヤ人の反応（3）
	 D2	 10:32―38	 イエスとユダヤ人の論争（2）
	 B4	 10:39	 	 ユダヤ人の反応（4）
	 E	 10:40―42	 イエスとヨハネ：多くの人の信仰
19 ユダヤ人のこの4つの反応に注目するのはブラウンも同様（Brown, Raymond E. The Gospel 
According to John. AB27, Garden City, N.Y: Doubleday, 1966, 203-4）。ブラウンは最初の2つと
最後の2つをそれぞれ組み合わせているが、4つを高まって行く連続した反応として捉えるのが
われわれの見解である。
20 スティブは4:40-42と10:40-42の類似を指摘し、それぞれ「しるしの書」の第一部・第二部
の結びであるとする（Stibbe, 120）。それに対し、ブルトマンは10:40-11:54を一つのまとまりと見
なし、10:40-42はその導入部とする（ブルトマン『ヨハネの福音書』、314頁）。「しるしの書」を
意識する研究者たちは10章と11章の間を大きな転換とみなす傾向が強いようである（cf. Brown, 
414-5）。
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前半（10:1―21）では、羊と羊飼いのたとえによってイエスが自分自身について
解説するとともに、それに対するユダヤ人たちの戸惑いが述べられる。また後
半では（10:24―39）ではユダヤ人たちとイエスが直接対話をするが、ここでの
ユダヤ人たちの反応は敵対的である。前半の戸惑いと後半の敵対は対象的になっ
ており、ユダヤ人たちが無理解から混乱を経て敵対していくという流れになっ
ていることがわかる21。
　10章では、羊と羊飼いのたとえによって、イエスを信じる者に命が与えられ
ることが説明されていた（10:9―10, 28）。しかしユダヤ人たちはこのことを理解
できず、敵対心を高めていく。救いの方向性が示されながらも、受け入れるこ
とができない人々がいるというギャップが10章の構造によって強調されている。
2.2　Rhetoric／レトリック
　10章でのレトリックには以下のようなものが見られる。
2.2.1　対話形式
　対話形式は主に10章後半（10:22―39）に用いられている。ただしここではイ
エスとユダヤ人たちがお互いに言葉を発するものの、お互いの認識が深まるよ
うなことはなく、それぞれの主張をぶつけ合う状態にとどまっている22。
　ユダヤ人たちはイエスを取り囲み、メシアかどうか明らかにするよう問いた
だす（10:24）。イエスはそれに対し、すでにイエスは語っているし、業によっ
21 ドゥランドはユダヤ人の分裂（10:19-21）と多くの人 の々信仰（10:40-42）を対比させ、A:1-6, 
B:7-18, C: 19-21, B:22-39, C: 40-42という構造を考える。しかしわれわれの考察で見たように、
ユダヤ人の反応は10:22-39にも含まれているのであるから、この部分も丁寧に物語進行を検討
して内容を細分すべきであろう。Du Rand, Jan A. “A Syntactical and Narratological Reading 
of John 10 in Coherence with Chapter 9,” in: Beutler, Johannes and Fortna, Robert T. （eds. The 
Shepherd Discourse of John 10 and its Context, Cambridge: Cambridge University Press, 1991, 
94-105, esp. 107.
22 スティブはこの部分を法廷的叙述であるとする（Stibbe, 117）。当事者が自分の主張を述
べ合う場であって合意形成の場ではない、という意味では、10章の記述は法廷的と言えるだ
ろう。法廷的弁説としての分析はNeyrey, Jerome H. The Gospel of John. NCBC, New York: 
Cambridge University Press, 2007, 186-8が詳しい。
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ても証されていると答える（10:25）。さらにイエスと父が一つであるという主
張（10:30）に対して、ユダヤ人たちはイエスを石打ちにしようとする（10:31, 
33）。これに対してイエスはさらに抗弁し、イエス自身を信じなくても、イエス
の行う業を信じるように説得するものの、ユダヤ人たちはイエスを捕えようと
したため、イエスは逃れて行き、対話は終わる（10:39）。10章後半の対話では、
イエスが自分の立場を主張するものの、ユダヤ人たちに受け入れられないとい
う結果になっている。ここまでの章におけるイエスとユダヤ人との対話と比べ
ると、10章での対話はもはや双方が合意することが不可能であるという状況を
示している。
　また10:20―21におけるユダヤ人たち同士の会話は、イエスとの直接的な対話
ではないが、イエスの言葉を受けた内容のものであり、イエスとの対話の一部
に含められるだろう。ここでは、ユダヤ人の中にはイエスに賛同する意見と反
対する意見とがあることを示し、物語がどちらに進むかを完全には決定づけて
いない23。
　10章における対話は、イエスに対する賛否両論がユダヤ人の中にあることを
示しつつ、イエスを捕えようとする動きが進んでいることを明らかにしている。
2.2.2　繰り返し
　本章において繰り返される表現には以下のようなものがある。
　「羊」は頻繁に言及される。10章前半が中心だが、10:26―27に見られるように
後半にも現れている。まず一般的な「たとえ」（10:6）として語られた上で、イ
エス自身が羊飼いであると解釈される（10:11, 14）。また羊はイエスに聞き従う
ものであると説明されており（10:4, 14, 16, 26―27）、信仰者たちを表している。
イエスは羊のために命を捨てるほど、羊のために尽くすものと説明される（10:15, 
17）。このことから、イエスが信仰者たちの救いのために働くものであることが
23 これは7章におけるユダヤ人たちの分裂を想起させるものでもある（Brown, 400）。「また」
（pa ,lin）という語はその点を強調している。
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明確となる24。
　また、イエスの言葉に対するユダヤ人たちの反応は合計4回繰り返されて現れ
る（10:6, 19―21, 31, 39）。それぞれ順に、イエスの話を理解できない、ユダヤ人
の間で対立が生じる、イエスを石打ちにしようとする、イエスを捕えようとす
る、となっており、徐々にイエスに対して過激な対応を取るようになっていく。
これはユダヤ人たちがイエスを理解できないことを強調し、ユダヤ人たちはイ
エスの羊ではない（10:26）ことを明確にしていく効果を持っている。
　10章でのレトリックは、イエスが羊＝信仰者を認知し、また救う主体である
こと、さらにイエスの行いがその保証であることを明確にする。同時にユダヤ
人たちの不信仰が強調され、イエスとユダヤ人たちとの対立関係が先鋭化して
いく様子を示している。
2.3　Settings／状況設定
　10章では三つの場所が設定されている。10章前半については特に場所を示す
記述はないが、これは7―9章におけるエルサレムでの状況を引き継いでいると
考えられる25。10章後半では神殿の境内と明示される（10:23）。捕らえようとす
るユダヤ人たちから逃れた後、イエスはヨルダンの向こう側でヨハネが洗礼を
授けていた場所に移動する（10:40）。これは1:28の「ベタニア」と2:23の「アイ
ノン」の二つの可能性があるが、「ヨルダンの向こう側」という言葉の共通性に
より、1:28の「ベタニア」を指していると考えられる26。
24  モロニーは9章を踏まえて、羊のたとえに微妙な寓意はないと述べるが（Moloney, Francis J. 
Signs and Shadows: Reading John 5-12. Minneapolis, MN: Fortress Press, 1996, 132）、10章の
中だけでも意味は明確である。
25 Cf. Culpepper, R. Alan. The Gospel and Letters of John. Nashville, TN: Abingdon Press, 
1998, 179; Brown, 388.
26 Brown, 413. モロニーは、この地名への言及が読者を物語の冒頭（つまり1:28）に引き戻す
効果があり、イエスの宣教の初めを思い出させると共に、宣教の終わりが近いことをも示唆して
いるという（Moloney, Signs and Shadows, 151; またブルトマン、288頁も参照）。物語の初めに
ある「イエスとは何者か」というテーマを再度示す効果はあるだろう。しかし「終わりが近い」
ことは本文からは分からない。「しるしの書」の末尾に位置するということからの憶測でしかない。
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　時間の設定については、10:22で「そのころ（to,te）」に「神殿奉献記念祭」が
行われ、「冬」であった、と説明される。これ以前に時間が示されるのは「仮庵祭」
であるが（7:2）、これは10月頃に行われる祭である。10:1―21は7―9章と同じ時
期と考えられるが、10:22以下はそれに引き続いた時期、約三ヶ月後と考えうる27。
　
　場面における小道具であるプロップス（Props）として以下が挙げられる。
　「門」は羊が囲いを出入りする場所であるが、イエスによる解説ではイエス自
身が門であると説明される（10:7, 9）28。羊が門を出入りして牧草を見つけるよ
うに、イエスを信じる者はイエスを通って救われる（10:9）。つまりイエスは救
いに至るための道であることを象徴的に示しており、ヨハネの救済についての
考えを表している。
　「牧草」は、イエスの解説の中で、イエスを通って救われた者が得られるもの
とされる。救われた者は門を自由に出入りして食べ物を見つけると説明され、
食料に困らないことが示唆されている29。また「出入りして」とあるので、イエ
スという門を通って入るだけでなく、そこから出てくることも可能である。こ
また、ヨルダンの向こうのベタニアを「地方（countryside）」、エルサレムを「都市（city）」として、
それぞれのイエスに対する信仰／不信仰が当てはめられているとするスティブの指摘は興味深い
（Stibbe, 119）。
27 ブッセはこの時間設定を重視し、これが非歴史的であるがゆえに、神学的考察を求めるも
のであるという（Busse, Ulrich. “Open Quesitons on John 10,” in: Beutler, Johannes and Fortna, 
Robert T （eds.）, The Shepherd Discourse of John 10 and its Context, Cambridge: Cambridge 
University Press, 1991, 11-12）。
28 ブラウンは、本文に示されている「門」に関する解釈として、10:8では羊飼いが羊に近づく
際に通る場所（羊飼いが主題）、10:9-10では羊が通って救いに至るもの（羊が主題）とされてい
ると述べる（Brown, 393-4）。たしかに10:8は羊飼いが主題となっているが、「わたしより前に来た者」
と「門」との関係は明確ではない。ここではモロニーの言うように、「門」とは羊が正しく接近す
るための基準と考えるのが適切であろう（Moloney, Signs and Shadows, 133）。
29 ブラウンは、イエスが命の水（4章）と命のパン（6章）を与える存在であることを踏まえて、
10章では命のための牧草を提供することを示しており、これはイエスが完全な命について語って
いることを示すという（Brown, 394）。「牧草」に対応するnomh ,はもともと「牧草地」「放牧地」
のように一定の範囲を表す場所である（BDAG, 675）。ここでは「牧草」という具体的な食べ物
を見つけるというよりも、羊を養うことができる場所を見いだす、と理解する方がよい（cf. 歴上
4:39-41）。するとブラウンの論述を生かせば、4章・6章で「水」「パン」という具体的な物質を、
また10章ではそれらを含めた「養いの場所」というさらに大きな概念を示していることになる。
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れは信仰者が、救われた世界と現実の世界を自由に行き来することができるこ
とを示している30。
　「神殿奉献記念祭」は時期を説明する用語として用いられている。この祭りは
通常西暦の12月頃に開催されるものであり、同じ節にある「冬」とほぼ同義で
ある。神殿奉献記念祭は神殿を異邦人の占拠から取り戻したことを記念する祭
りである。「神殿」は2章において、イエスは神殿を立て直すことができること、
またイエスが神殿そのものであると説明されていた（2:21）。またイエスは神殿
で教え（5:14; 7:14, 28; 8:20）、ユダヤ人たちと論争してその誤った理解を指摘し
ていた。これらの表現を踏まえると、ヨハネ福音書がここで「神殿奉献記念祭」
という語を加えていることは、イエスによる本来の神殿の回復という意図を込
めていると考えられる31。
　「ソロモンの回廊」はイエスが歩いていた場所として説明される（10:23）。「回廊」
は5章における奇跡で言及されていたため（5:2）、回廊は奇跡が起こる場所とし
て期待される。しかしその期待は裏切られ、10章では奇跡ではなく論争が起こる。
それはイエスがメシアかどうかを巡ってであった（10:24）。イエスは自分の業が
その証をしていると述べるが（10:25）、これは5章で回廊において奇跡が行われ
ていたことを踏まえている。つまり、イエスはまず回廊において奇跡を行った。
その奇跡こそが、イエスのメシア性を証言していることになる32。
　またこの回廊は「ソロモンの」という修飾語を伴っている。ソロモンはダビ
デ王朝における最盛期の王、また智恵者として知られていた存在であり、ソロ
モンの名前を用いることでイエスにこの王のイメージを重ねようとしている。
それはあくまで世俗の王のイメージであるといえる。
　「石」はユダヤ人たちがイエスを石打ちにしようとして取り上げるものである。
30 ブルトマンは、「出入りする」が、旧約的・ユダヤ教的には持続的な状態を示すという（ブル
トマン『ヨハネの福音書』816頁注456）。ブルトマンは10:9はこの意味に「うまく合っていない」と
述べるが、これはヨハネ福音書によく見られる現在的終末論を現したものだと考えることができる。
31  「神殿奉献記念祭」という語は新約文書でヨハ10:22のみであることも、第四福音書記者
が特別の意図をもってこの語を用いていることを推測させる。
32 それゆえに、ここでは改めての奇跡は行われていない。
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石は8:59においてイエスに投げられるものとして既出であるが、10章でも律法に
基づいた石打ち刑である（10:33）とユダヤ人たちは述べる。この石は、イエス
の命を奪うために用いられる道具である33。
　以上のように、10章の状況設定および小道具は、イエスが救い主であること
を示そうとするための多くの材料を提供している。
2.4　Characters／登場人物
2.4.1　イエス
　イエスは10章において常に登場している。羊の囲いと羊飼いのたとえを語り、
自らが「羊の門」（10:7）、「良い羊飼い」（10:11, 14）と述べる。またイエスは自
ら命を捨てることを語り（10:17―18）、そのゆえに父から愛されるという（10:17）。
　イエスは自分の意味について明確に主張する34と同時に、ここでは捕まること
なく姿を消す（10:39）。イエスはいまだ逃れて続けているが、イエスを捕らえよ
うとする動きは徐々に高まっており35、緊張感が高まっている。
　イエスは父の名によって業を行っているが（10:25）、ユダヤ人たちは信じない。
またイエスは従う者に永遠の命を与える存在であると説明される（10:28）。また
自分と父との一体性を語る（10:38）。これらの内容は5章以降で繰り返し述べら
れており、イエスが一貫して主張し続けているものである。イエスの内面的変
化は見られない。
33 なお石は11章においてラザロも墓から取りのけられ、20章ではイエスの墓から取りのけられる。
つまり、命を妨げるものとしての石が取り除かれている。8および10章では命を奪うものとしての石が、
11および20章では取り除かれることで命を見いだすものとなっている。
34 スティブは、ここを含め5-10章のイエスの人物描写は「とらえにくさ」を中心としていると述
べるが（Stibbe, 114-5, 117-8）、読者にとってイエスの言動はそれほど理解が難しいものではない。
むしろ、ユダヤ人たちがイエスを理解できていないという意味での「とらえにくさ」と言えるだろう。
35 7:44ではイエスを捉えようと思っても手をかけるものはいなかったが、8:59では石を投げつけ
られそうになったのに対して身を隠している。10章では石打ちと捕縛の両方が述べられている。
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2.4.2　ユダヤ人たち
　10章では、ユダヤ人たちはイエスの話を聞いて対立する。多くの者たちが
イエスを否定的に評価する一方で（10:19）、イエスの力を認める者たちもいる
（10:21）。これはユダヤ人たちの間に見られたイエスについての相反する評価（7:12, 
43）を引き継いでいる。しかもここでは「また」（10:19; cf. 7:43）を加えることで、
ユダヤ人の間に繰り返し対立が起こっていたことを印象づけている。
　また10:24ではユダヤ人たちがイエスを取り囲み、メシアか否かを明言するよ
うに迫る。このことは、ユダヤ人たちの間でイエスのメシア性が問題になって
いたことを示す。イエスが自分と神との一体性を述べ、自分を神と等しい者と
したために、ユダヤ人たちはイエスを石打ちの刑にしようとする（10:31, 33）。
イエスがさらに神との一致を語ったため（10:38）、ユダヤ人たちは「また」（10:39; 
cf. 7:44）イエスを捕らえようとする。こうして、ユダヤ人たちのイエスに敵対
している姿をもってこの場面は終わる。
　ここで描かれるユダヤ人たちは、当初イエスに対する評価に迷っているが、
後にイエスを捕らえ、石打ちにしようとする。彼らは、迷いからイエスとの問
答を経てイエスの否定という方向に変化していくように描かれている。なおこ
のユダヤ人たちの敵対は、続く10:40―42の多くの人の信仰によってさらに強調
されていく。
2.4.3　ファリサイ派の人々
　今回の範囲で「ファリサイ派の人々」と明示されているのは10:6のみである。
この部分は9章を引き続いていると見なせる。9:40―41で、ファリサイ派が「見
えていない」ということを指摘した上で、10:6において彼らはイエスの話を理解
できなかったと語ることで、その立場をさらに低めている。また10章には前述
のように「ユダヤ人たち」が多数用いられているが、10:6で敢えてファリサイ派
に言及することも、ユダヤ人たちとの対比を示している。
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2.4.4　多くの人 
　「多くの人（polloi,）」は10:21, 41に現れる。前者は「ユダヤ人の多く」と限定
されているが、後者にはそのような限定はない。前者はユダヤ人に含めてよい
が、後者はどのように考えるべきか。同じ用語を用いているという意味では、
後者もユダヤ人であると考えるのが妥当である。しかし多くのユダヤ人はイエ
スを否定しており（10:20）、また直前部分で（10:39）ユダヤ人たちがイエスを
拒否していたのに、大勢がイエスを信じたという記述が続くのは不自然である。
ここでは、10:42の「多くの人」は10:20のユダヤ人を直接受けておらず、不特定
の集団として述べられていると考える36。つまり福音書記者は、イエスを信じた
人々が多かったということを示すためにこの表現を用いているのであり、その
ために曖昧さが生じたと考えられる。
　以上のような登場人物の人物像の分析によって、10章ではユダヤ人たちのイ
エスに対する姿勢が示されている。イエスを拒否する人々がある一方で、イエ
スを信じる人たちも多くいた、という状況が提示される。イエスの救済の言葉
に対し、ユダヤの人々の間でのイエス評価が揺れ動き続けていることを示すの
がこの部分での人物描写の目的である。
2.5　Point of View／視点37
　10章の視点は、9章に引き続いてイエスのアイデンティティおよびユダヤ人た
ちの態度を扱っている。
36 ブラウンはおそらく地名との関連から、この人 を々洗礼者ヨハネの追随者と考える（Brown, 
413）。ヨハネ福音書が洗礼者ヨハネの集団を強く意識しているのは間違いないが、この部分を
そこまで読み込むことは難しいであろう。
37 以下の4点はレゼグエに従う （Resseguie, James L. Narrative Criticism of the New 
Testament: An Introduction. Grand Rapids, MI: Baker Academic, 2005, 169）。なおカルペッパー
もほぼ同様の4点を挙げる（R. A. カルペッパ （ー伊東寿泰訳）『ヨハネ福音書　文学的解剖』
日本基督教団出版局、2005年、39-56頁）。
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2.5.1　語法的な視点
　語法的な視点からは、「羊」「羊飼い」というたとえが特徴的である。10:1―5
の「羊の囲い」のたとえは、必ずしも直接イエスとつながるものではない。続
けてイエスによる解説がなされることにより、このたとえはイエスとの関係を
示すものとして解釈される（10:7―16）。つまりこのたとえの本来の意義はとも
かく、現在のヨハネ福音書ではこの解釈部分をもとにこの部分を理解すること
が求められている。イエスは羊飼いに同定され、イエスに従う者たちを守り（10:11, 
15）、導く（10:16）ものであるという。羊飼いおよび羊のたとえによって、イエ
スと信仰者との関係性がより明確に示されている。
　また「父」も頻出しており、それはたとえの解説部分にも入り込んでいる（10:15, 
17―18, 25, 29―30, 32, 36―38）。神を「父」と呼ぶのはヨハネ福音書に特徴的な
表現であるが38、10章ではとりわけ、父が子に与えるという従属性が重視されて
いる（10:17, 25, 29, 36―38）。さらに、イエスを信じないとしても、父からの業
を信じるように促される（10:38）。これはヨハネ福音書のここまでの部分では語
られなかった点であり、「父」すなわち神を信じることが主張されている。これ
は「イエス」から「神」への方向性を示している。
　以上のような10章における用語は、救い主としてのイエスは羊飼いのように
群れを守る、すなわち命を保持する存在であること、またイエスの働きは神に
基づくものであることを説明している。
2.5.2　時間の視点
　空間・時間の視点においては、イエスは9章に引き続いてエルサレムにいる。
特に、神殿のソロモンの回廊を歩いていたことが記される（10:23）。ユダヤ人た
ちとの論争のあと、再びヨルダンの向こう側に行くが、それは「ヨハネが最初
に洗礼を授けていたところ」と特定される（10:40）。
　また物語の時期として「神殿奉献祭」が示される（10:22）。これは冬であるこ
38 Path ,rの用例は、新約聖書全体で366例、ヨハネ福音書では136例。ヨハネ福音書の用例
のうち「神」を指す用例は121回見られる。
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とを示すとともに、イエスと神殿との関係を示唆する。
2.5.3　心理的視点
　心理的視点として、ユダヤ人たちの反応が挙げられる。ファリサイ派たちは
イエスの言葉を理解できず（10:6）、ユダヤ人たちは内部で対立する（10:19）
さらにユダヤ人たちはイエスを石打ちにしようとし（10:31）、捕えようとする
（10:39）。10章ではユダヤ人たちの心理状況が中心的に描かれている。
2.5.4　思想的視点
　思想的視点として、「良い羊飼い」についての見解がある。良い羊飼いは命を
与える（10:11, 28）。また羊のために命を捨てる（10:11, 15）。羊のことを知って
いる（10:14）。羊を導き、一つの群れとする（10:16）。良い羊飼いに従う羊は決
して滅びず、敵の手に落ちることはない（10:28）。これは「羊の囲い」のたとえ
から発展したものであるが、イエス自身が良い羊飼いであると述べていること
から（10:11）、これらの特徴はイエス自身に当てはまるものであり、また救い主
および救われた者に関する内容である（10:9）。
　10:24以降におけるメシアをめぐる議論においても、羊をめぐる言説が用いら
れている（10:27）。イエスはメシアとしての業を行っているのであるから、前述
の「良い羊飼い」の特徴はメシアにも当てはまるものとなる。つまりメシアとは、
従うものを導き、命を与える者である。
　以上のような視点は、イエスの働きの意義やメシアとしての存在の意味を示
すとともに、物語の中ではユダヤ人たちがそれを拒否していることを示している。
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2.6　Plot／筋
　場面としては、9章の物語に続いている39。イエスはファリサイ派の人々に「羊
の囲い」のたとえを語るが（10:1―5）、イエスとの関連を直接語るものではない
ため、ファリサイ派たちは理解できない（10:6）。イエスは引き続いてそのたと
えの解説を行うが、そこでは羊飼いはイエスのこと、羊はイエスに従うものた
ちであることが明らかにされる（10:7―18）。これを受けて、ユダヤ人たちの間
に対立が生じる（10:19）。イエスを拒否する人々と、イエスを認めようとする人々
がそれぞれの見解をぶつけあう（10:20―21）。ここで場面はいったん終わる。
　改めて時期・季節が示され（10:22）、神殿内を歩くイエスをユダヤ人が問い
つめる。それはイエスがメシアであるか否かという表明をイエスに求めるもの
である（10:24）。イエスはそれに対し、イエスの行う業がそれを証していると
いう（10:25）。またイエスが、自分と父なる神とが一つであると宣言したため
（10:30）、ユダヤ人たちは神への冒涜であるとしてイエスを石打ちの刑にしよう
とする（10:31）。イエスは律法を根拠にして神を冒涜ではないことを論証した上
で、イエスの業が神に由来するものであることを説明する（10:34―38）。これに
対し、ユダヤ人たちは再びイエスを捕えようとするが、イエスはそれを逃れて
立ち去る（10:39）。
　その後イエスはエルサレムを離れ、ヨルダンの向こうに滞在する（10:40）。そ
こはヨハネよりもイエスが優れていると評価され、多くの人々がイエスを信じ
たという（10:42―42）。これは洗礼者とヨハネの比較のみでなく、イエスを信じ
ないユダヤ人たちとの対比にもなっている。
　10章のプロットは、イエスが救いをもたらす羊飼いであることを説明し、さ
らにイエスの業は神からのものであることを述べることで、イエスが神からの
救いをもたらす存在であると示すことを目的としている。
39 9章と10章の接続およびブルトマンの並び替え説に対する批判として、Ridderbos, Herman. 
The Gospel of John. A Theological Commentary. Trans. John Vriend. Grand Rapids, MI: 
Eerdmans, 1997, 352-3を参照。彼自身は現代の形での本文の順序を支持する。
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2.7　Narrator／ナレーター40
　10章においてナレーターの登場頻度はそれほど高くないが41、明確な方向性を
もっている。
　ナレーターは場面および時期の設定を行う。それは「神殿奉献記念祭」の時
期であり、「冬」であった。これがイエスについての理解と重ね合わせられてい
ることは、「レトリック」の項で見た通りである。
　また「構造／形式」において示したように、ナレーターはイエスの言葉に対
するファリサイ派・ユダヤ人たちの反応を述べており、それらがイエスに対す
る無理解および反対であることを明確に示している。これは読者に対し、ユダ
ヤ人たちがイエスに敵対する勢力となっていることを伝えるものである。
　さらに、多くの人々の洗礼者ヨハネに対する考え方とイエスに対するそれと
の違いを示している。こうして洗礼者ではなくイエスが重要であることを読者
に示している。また同時にユダヤ人たちがイエスを信じていないことと対照的に、
「多くの」人々がイエスを信じたことを示すことで、ユダヤ人たちの敵対姿勢を
強調している。
　このように10章でのナレーターは、イエスに対するユダヤ人たちの態度を明
らかにしており、イエスを捕えようとする姿勢を示すことによって、ユダヤ人
たちの敵対心を明確にしている。10章におけるイエスの言葉は、イエスが救い
をもたらす存在であることを明らかにしているが、それを拒否するユダヤ人た
ちが救いから外れていることをも指示している。
3.1　救いについての思想の提示
　10章における救済思想はすでに2における個別の考察でも示しているが、主要
なものをまとめると以下のようになる。
40 ナレーター の機能等については、例えばRhoads, David; Dewey, Joanna; Michie, Donald. 
Mark as Story: An Introduction to the Narrative of a Gospel, Minneapolis, MN: Fortress Press, 
20123, 39-61を参照。
41 Cf. Stibbe, 113-4.
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3.1.1　保護者としてのイエス
　「羊の囲い」のたとえの解釈の中で、イエスは自らを「羊飼い」とした（10:11）。
これはイエスが羊飼いとして信仰者である羊を導くことであるが、特に羊を守
ることと命を与えることに重点がおかれている。信仰者は、羊の囲いの門であ
るイエスによって、盗人や強盗から守られる（10:7―8）。それはイエスが命を
かけて行うものである（10:11, 16）。イエスは信仰者を危険の中に置き去りには
しない（10:12）。それは信仰者たちとイエスが互いに知り合っているからである
（10:14）。こうして保護者としてのイエスの側面が強調される42。
　羊飼いとしてのイエスは、すでに群れの中にいる者たちだけでなく、まだ囲
いに入っていない羊をも導くという（10:16）。イエスの招きは、すでにある群れ
だけではなく、囲いの外にも広げられ、今でも招かれている。信仰者の群れは
一つになり、一人の羊飼いであるイエスによって牧されることが求められてい
る（10:16）。これはイエスの守りが信仰者全体に及ぶことを示す。
3.1.2　永遠の命を与えるイエス
　羊飼いとしてのイエスは、信じる者たちに命を与える存在である（10:10, 
17）。これにより、人々は滅びることがなく、またイエスから離れることもない
（10:28）。これは「永遠の命」とも呼ばれ（10:28）、イエスに従うものたちに与
えられる（10:27）。
　また、イエスは信じる者たちの命を守る働きも行う。イエスは羊のために命
を捨てるが（10:11, 15, 17）、それは「盗人」「強盗」（10:1, 8）や狼（10:12）のよ
うに奪うものに対するためである（10:28―29も参照）。命を得た者は、盗まれた
り屠られたり滅ぼされたり追い散らされたりすることがなく（10:10, 12）、それ
42  「良い羊飼い」の「良い」については、「羊のために命をかけること」（Ridderbos, 360）、
「権威を持っていること」（Moloney, Francis J. The Gospel of John. Sacra Pagina 4, Collegeville, 
MI: Liturgical Press, 1998, 310）などの解釈があるが、羊を「守るために」という部分に重点
があると思われる（cf. Barrett, C. K. The Gospel According to St. John: An Introduction With 
Commentary and Notes on the Greek Text. 2nd ed., Philadelphia, PA: Westminster Press, 1978, 
395）。
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を永遠に保つことになる（10:28）。
　このように命を受けた信じる者たちは、羊飼いであるイエスの群れのもとで、
永遠の命を与えられた一つの群れとなる（10:16）。
3.1.3　メシアとしてのイエス
　ユダヤ人たちはイエスに、メシアかどうかを問いただす（10:24）。それに対し
イエスは肯定的に答える（10:25）。イエスは父の名によって業を行っているので
あり、それらがメシアであることを示しているという。イエスは自らがメシア
であることを、すでにサマリアの女に対して明らかにしていた（4:25―26）。し
かしユダヤ人たちに示すのはここが初めてとなる。すでに7章で「イエスがメシ
アか」ということが議論されているが、そこではイエス自身による表明はなかっ
た。10章において、イエスがメシアであることがユダヤ人たちにとっても明ら
かになる。しかしユダヤ人たちはイエスを受け入れず、石打ちにしようとする。
こうしてユダヤ人たちがメシアとしてのイエスを受け入れないことが明らかと
される。
　「メシアとしてのイエス」の意味は、イエスと神との一体性によって語られる
（10:30, 38）。イエスが行う業は神に由来するのであるから（10:25）、それは神の
意志を踏まえている。またここで語られている順序によれば、メシアの働きは、
上に述べられていたように、信仰者を保護し、永遠の命を与えることである。
こうしてメシアのイメージを改めて読者に示している。
　このように、メシアとしてのイエスが語る10章の言葉は、神による人間への
救いの意思を示している。
3.1.4　イエスよりも神を信じることが重要
　イエスは、自分を信じなくても、自分の行う業を信じなさいと言う（10:38）。
イエスの業は神に由来するものであるから（10:25, 37）、これは神を信じなさい
ということに等しい。ヨハネ福音書はここまで、イエスを信じることについて
繰り返し述べてきた（3:18; 5:46; 6:29, 35, 40; 7:38; 8:45―46）。一方で、イエスを
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通じて神を信じるという表現も僅かながら見られた（5:24）。10章では改めて神
を信じることが述べられているが、イエス自身が「自分を信じなくてもよい」
とまで述べることで、神を信じることの重要さを強調している43。神とイエスの
一体性を強調しつつも、神を信じることの重要性を強く訴える表現となっている。
3.2　読者への効果
　ヨハネ福音書10章の読者に対する効果として以下を挙げることができる。
（1）羊飼いと羊のたとえを通して、「救われる」ことをより具体的に説明されて
いる。読者はイエスが羊飼いとして自分たちを導き守る存在であることを伝
えられる。このイエスに従うことが命への道であるということを、読者はイメー
ジ豊かに受け取ることができる。
（2）「まだ囲いに入っていない羊がいる」という言葉は、羊はイエスに従う者の
うち、まだイエスのもとにいない者がいるということを示唆される。これは
読者に、それは誰のことであるかという問いを引き起こす。
（3）イエスが神と一体であること、さらにイエスを信じなくとも神を信じるこ
とが大切であると示されることで、読者はイエスを超えた神への視点を与え
られる。
（4）ユダヤ人たちや多くの人々がとるイエスへの態度を通して、イエスへの両
方の評価が引き続いていることを知らされる。読者はそのどちらの立場を取
るかを問われ続けている。
4　結び
　ヨハネ福音書10章は、救い主としてのイエスの姿や働きを羊飼いのイメージ
によって伝えている。またイエスの業が神に由来するものであって、イエスの
43 ブラウンはこの言葉が史的イエスに遡るかどうか疑わしいとする（Brown, 412）。多くの注解
者は続く部分の父とイエスが一体であるという言述について詳しいが、この言葉への説明を行っ
ていない。
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業を信じなくても神を信じよ、と告げられることにより、読者は神へと目を向
けられる。このように、10章は救いのテーマを明確に語っている重要な章である。
